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学校番号 ３０２３ 

令和２年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ４ 
第３学年 

文理学科 

教 科 書 「 CROWN  English 

CommunicationⅢ」（三省堂） 

リスニング教材「 Listening Sparkle 

Advanced」(文英堂) 

SKYWARD SKY Course（桐原書店） 

必携英単語 LEAP（桐原書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語理解の授業は、1.2 年生で培った「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力を発展さ

せる授業です。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーション及び大学入試でどのように使われるか、ということを意識し

て学習することが大切です。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にき

ちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位）及び「英語表現」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

①話すこと ②書くこと ③聞くこと ④読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆身近なトピック
に関してわずかな
時間の準備で１分
程度のスピーチが
できる。 
◆その際には具体
的な理由を添え
て、自分の意見を
述べることができ
る。 
◆与えられたトピ
ックについて簡単
な理由を添えて即
興で自分の考えを
述べることが出来
る。 

ｺﾐｭ英Ⅲ/総
合英語 
・ﾃﾞｨｽｶｯｼ
ｮﾝ 
・定期考
査 
 
異文化理
解 
・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 

◆複数の段落で序
論・本論・結論を
意識して、時間を
かけた修正を経
て、自分の意見を
わかりやすく書く
ことができる。 
◆自分のよく知っ
ているトピックに
関して参考文献や
インターネットな
どから情報を収集
し、それをまとめ
た文章を書くこと
ができる。 

英語表現
Ⅱ/英語表
現 
・ｴｯｾｲﾗｲﾃ
ｨﾝｸﾞ 
・定期考
査 

◇はっきりと話
されれば、身近
なトピックにつ
いてのニュース
の要点を聞きと
ることができ
る。 
◇自然な速さで
話される観光地
での説明やガイ
ドなどのアナウ
ンスなどを聞い
て、大切なポイ
ントを漏らさ
ず、概要を把握
することができ
る。 

ｺﾐｭ英Ⅲ/総
合英語 
・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃ
ｽﾄ 
・定期考
査 
異文化理
解 
・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

◇まとまりのあ
る英文を後戻り
することなく一
定時間内に読
み、各段落のト
ピック・サポー
ト・例示・詳細
などを押さえな
がら、全体の要
旨を理解するこ
とができる。 
◇難しい部分を
読み返すなどし
ながら、高度な
内容について精
読できる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ/総
合英語 
・音読テス
ト 
・定期考査 

評価方法 絶対評価「定期考査：平常点 ＝ ８０：２０」 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

定期考査：平常点＝８０：２０ 
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４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson４ 

(６時間) 

Does Money 

Make You 

mean? 

グ ロ ー
バ ル 化
に 伴 う
貧 困 率
の 低 下
と 貧 富
の 差 の
拡 大 に
つ い て
理解し、
ポール・
ピ フ が
後 者 の
問 題 を
ど の よ
う に 捉
え、分析
し た か
理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・貧富の差の拡大につ

いて知っている情報を

間違うことをおそれ

ず、積極的に話す。 

・各セクションを読む

前にキーンついてのワ

ークシートを予習とし

てさせる 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・貧富の差の拡大
について適切に書
く。 

・セクションごと
に興味を引かれた
ことについてワー
クシートに英語で
書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・貧富の差の拡大に
ついて読んだこと
を理解する 

・セクションごと

に、関連した写真な

どを見ながら、イメ

ージとともに、その

内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較の表現 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・比較表現の使い方を

理解している。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson７ 

(６時間) 

Being 

Bilingual 

デ イ ビ
ッド・ク
リ ス タ
ル の エ
ッ セ イ
を読む。
２ 言 語
併 用 の
現 実 や
言 語 の
統制・抑
圧 の 事
例 な ど
を通し、
自 分 自
身 お よ
び 他 者
の 母 語
の 大 切
さ を 知
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・２言語併用について

知っている情報を間違

うことをおそれず、積

極的に話す。 

・各セクションを読む

前にドーキンスついて

のワークシートを予習

としてさせる 

・Can・Do リスト 

①②③ 

・２言語併用について

知っている情報を間違

うことをおそれず、積

極的に話す。 

「英語表現の能力」 

・２言語併用につ
いて適切に書く。 

・セクションごと
に興味を引かれた
ことについてワー
クシートに英語で
書く。 

・Can・Do リスト 

① ③ 

・２言語併用につい
て適切に書く。 

「英語理解の能力」 

・２言語併用につい
て読んだことを理
解する 

・セクションごと

に、関連した写真な

どを見ながら、イメ

ージとともに、その

内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・２言語併用につい
て読んだことを理
解する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞句 ・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・慣用表現の使い方を

理解した 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 
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単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson８ 

(６時間) 

The Magic 

of Reality 

 

リ チ ャ
ード・ド
ー キ ン
ス の 科
学 エ ッ
セ イ を
読む。不
思 議 な
事 象 と
人 々 の
反 応 の
事 例 を
通して、
物 事 を
科 学 的
に 考 え
る こ と
の 意 義
を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・リチャードドーキン

スについて知っている

情報を間違うことをお

それず、積極的に話

す。 

・各セクションを読む

前にリチャードドーキ

ンスについてのワーク

シートを予習としてさ

せる 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・リチャードドーキン

スについて知っている

情報を間違うことをお

それず、積極的に話

す。 

「英語表現の能力」 

・リチャードドー

キンスについて適
切に書く。 

・セクションごと
に興味を引かれた
ことについてワー
クシートに英語で
書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・リチャードドーキン

スについて適切に
書く。 

「英語理解の能力」 

・リチャードドーキン

スについて読んだ
ことを理解する 

・セクションごと

に、関連した写真な

どを見ながら、イメ

ージとともに、その

内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・リチャードドーキン

スについて読んだ
ことを理解する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・多くの慣用表現 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・様々な慣用表現の使

い方について理解す

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson９ 

(６時間) 

Green 

Revolution, 

Blue 

Revolution 

 

1960 年
に 必 要
と さ れ
た 食 糧
危 機 に
対 す る
改革「グ
リ ー ン
レ ボ ル
ー シ ョ
ン」と、
2010 年
に 必 要
と さ れ
た 水 危
機 に 対
す る 改
革「ブル
ー レ ボ
ル ー シ
ョン」に
つ い て
理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グリーン及びブルー

レボルーションについ

て知っている情報を間

違うことをおそれず、

積極的に話す。 

・各セクションを読む

前にグリーン及びブル

ーレボルーションつい

てのワークシートを予

習としてさせる 

・Can・Do リスト 

①②③ 

・リチャードドーキン

スについて知っている

情報を間違うことをお

それず、積極的に話

す。 

「英語表現の能力」 

・グリーン及びブ

ルーレボルーション

について適切に書
く。 

・セクションごと
に興味を引かれた
ことについてワー
クシートに英語で
書く。 

・Can・Do リスト 

①③ 

・リチャードドーキン

スについて適切に
書く。 

「英語理解の能力」 

・グリーン及びブルー

レボルーションにつ
いて読んだことを
理解する 

・セクションごと

に、関連した写真な

どを見ながら、イメ

ージとともに、その

内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・リチャードドーキン

スについて読んだ
ことを理解する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・多くの慣用表現 

 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・様々な慣用表現の使

い方について理解す

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 
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Lesson 10 

( ６ 時間) 

Looking 

into the 

Eye of 

History 

世 界 で
唯 一 実
践 で 原
子 爆 弾
を 使 用
し た ア
メ リ カ
の 前 大
統 領 バ
ラク・オ
バ マ 氏
の、広島
ス ピ ー
チ を 読
み、核兵
器 の な
い 世 界
を 目 指
す 必 要
性 を 理
解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。知って

いる情報を間違うこ

とをおそれず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

にオバマ氏のスピーチ

についてのワークシー

トを予習としてさせ

る。 

・Can・Do リスト 

 ①②③ 

・ワークシートを

見てその内容を

取り組み状況の

判断材料として

活用する。 

「英語表現の能力」 

・オバマ氏のスピーチ

について適切に書

く。。 

・セクションごとに興

味を引かれたことに

ついてワークシート

に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

①③ 

・ワークシートを

見てその内容を

取り組み状況の

判断材料として

活用する 

「英語理解の能力」 

・オバマ氏のスピー

チについて読んだ

ことを理解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Do リスト 

 ④ 

・定期テストの筆

記テストにおい

て、内容理解を

問う出題によ

り、内容理解が

できているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・接続詞的表現の使い

方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・接続詞的表現の使い方

を理解している 
・言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身

に付いているか

を判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

SKYWARD 

SKY・ Sky 

Course（桐

原） 

25 時間 

Unit 1
～
Unit20 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

    

「英語表現の能力」 

    

「英語理解の能力」 

 Unit 1～Unit20  ・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

    

 


